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 「トマソン隊｣を始めて、数年が経ちましたけど、この

間に取材車両「トマソン号」が変わりました。 

初代トマソン号は、本格クロカン車(クロスカントリィ

ー)であるパジェロ・ロングでした。インテークとエグゾ

ースト(吸気と排気ね！)のチューンを施し、燃料増量チ

ューンとスポーツ・サスに換装し、ハイワット・バルブ

のライト(照明)・チューンと、そのスペックは、結構、

気に入っていました。 

ディーゼル・ターボ車でした。変な改造をしているた

め、ターボが効き出すとアクセル途中からガンッと尻を蹴られるような、いわゆるドッカン・ター

ボでした。はて、こうやって書いてみると、少し吃驚ですね。まるでパソコン誌のようなカタカナ

ふんだんの訳の判らない表現です。メカ・フェチですね。 

どうもメカ・メカ大好きのうさおは、この手のテクニカル・タームっぽいカタカナに弱いのね！ 

要は私の前や後に走っている車は、大変迷惑だったってことです。 

ですから、友達とアウトドアに出かけるときは、いつも最後尾に着けていました。何しろ坂道を

登るときは、いきなりエグゾースト・パイプから黒煙がぶわっと・・・車 1台分は煙幕の中に収め

ていましたから・・・。 

問題は夜です。ヘッドライトは通常

55Wのバルブを用いますが、135Wのバ

ルブを用いていましたので、後ろから

照らされると眩しいの、眩しいのって。

それに４駆の車のヘッドライトは通常

の車より高いため、もろ先行車のバッ

クミラーの中に入ってきます。そんな

お気に入りの車も、東京都と神奈川県、

埼玉県、大阪府などで施行されている

通称「ディーゼル車規制」のおかげで、

平成16年の12月までしか、乗ること

が出来なくなりました。 

by うさお 

寄る年波には勝てんね！ 

 字が読めないよ！ 

初代トマソン号 
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泣く泣くうさおは、ガソリン車に変える

ことにしました。それでも吝嗇
け ち

なうさおは、

燃費の点も考えて、2000ccのパジェロ・イ

オを買いました。前のパジェロ・ロングと

は、車の長さで 70cmも短くなりました。

この車も、インテークとエグゾーストにチ

ューンを施してありますし、ライト・チュ

ーンもしました。サス・チューンはしませ

んでしたので、コーナーは怖かったけれど

も可愛い車で気に入りました。 

でも、うさおはここ最近、車についていません。「トマソン２号」は、僅か 1年余りの命でした。

家の近所のビデオ店に DVDを返している、ほんの数十秒の間の出来事です。店の中で「ど～ん、ど

～ん」と２回、あの交通事故特有の音が聞こえてきました。(安田大サーカスじゃないよ！ど～ん、

ど～ん、ど～ん、ぴか、ぴっか！)嫌な感じがしました。うさおの車じゃないよな！ 

まさしくそれはうさおの車でした！スカイライン GTRがうさおの車の後部にあたり、ブロック塀に

突っ込み、ひしゃげていました。速度制限 40km/hの道路を 80km/hで走行し、自爆したのです。う

さおの車は180度、反対を向いていました。ああ、ひどい！！ 

これも三菱の車を買った所為

かと、謂れの無い文句をつけな

がら、今度は日産のエクストレ

ールを買いました。怖くて、給

排気のチューンを行うことが出

来ません。すると、なにかまた

悪いことが起こりそうな気がす

るとです。 

イオよりはサスが硬いことと、

エンジンがよく噴けるのが心地

よい｢トマソン３号｣です。この

車は最初から、ヘッドランプは

キセノン(H.I.D.)ですので大変明るく、山道など明かりの無い道でも高速に走ることが出来ます。

（こら、こら、ブラインド・コーナーを高速で走っちゃだめだってばっ！） 

でもです。家の前で工業用水道の工事が数ヶ月の期間行われることになりました。ほんの 4

日間、出張に行っている間にボディーにうっすらと黄色い粉が付いていました。ロードカッ

ターで切った路面とカッターの粉末(切子)が付いたのでしょう。まだ納車されて 1ヶ月です。 

 

さて、今回は｢ご近所トマソン隊みたいな｣である。トマソン隊のねたが無いので誤魔化す

ことにしたのだ。 

え～、上句付けというのが江戸時代には流行ったそうですな。「嬉しくもあり、悲しくもあ

り」とお題が出されると、この謎解きの上の句を付けるというもので、これは柄井川柳が得

トマソン２号 

トマソン３号 
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意とし、その後、川柳と呼ばれます。その流れに、狂歌というエスプリが効いたものがある。

俳句にしろ、川柳にしろ、３１文字の中にメッセージを入れるのだから、相当な才能を必要

とする。特に俳句はその句の中に季語を入れなくてはならないという制約があるため、更に

厳しいものだ。すごいぞ、健ちゃん。 

うさおが好きなのは、特にその中にささやかな庶民の抵抗を盛り込んだもの、自虐ものが好

きです。「ひろし」のようです。と言うことで、遅ればせながら師匠に川柳ぽいものを送って

しまいました。う～ん、落語の雑俳ですね。来号には間に合って載るのじゃないかなあ。 

 

いよいよ本題に入ります。愛知博の目玉の一つが、

ＪＲ東海のリニモ君（なんでもモを付ければよいと

いうものではないと思う。安易である。）というリ

ニアモーターカーがあります。もっと前に報告をす

ればよかったんですが、時期を逸してしまいました。

気を取り直して、まずは１曲。（って、まだ廣澤虎

造に拘っているぞ。） 

うさおの会社は鉄道構造物・施設（軌道、高架、ト

ンネル、駅舎）の設計会社です。会社のお偉いさん

のほとんどがＪＲか旧鉄道建設公団（今は独立行政

法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構）の出身者で

す。そんな絡みもあって、半年に１回くらいリニア

モータカーの試乗会の案内がきます。 

で、もちろん乗って来ました。所は山梨試験線区

です。日出彦さんの大学の近くです。右の案内がそ

の時のもの。余談ですが、うさおはこのリニア実験線

の軌道に立ち入れる工事管理者の資格も持っていま

す。ふん、ふん。（ちょいと得意！） 

この茶色のローゼ橋がリ

ニアモーターカーの試験線

です。周りは緑の田園地帯

で、そこに超近代的なもの

があると言うギャップは、

逆に近未来を感じさせます。

(ブレードランナーの所為

かな) 

愛・地球博のようにハイ

テクなものが周りにありす

ぎると、変に田舎臭さを感

じます。試乗に行ったのは
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ウド鈴木です！ 

綺麗なお姉さん 

2003年の夏でした。正確には 8月

27日ですが、暑さなんかぜんぜん

感じませんでした。 

行きこそタクシーに乗りました

が、帰りは富士急壬生駅まで歩い

て帰りました。多分汗びっしょり

だったと思いますが、元気でした。 

現地にたどり着くと、そこには

立派なリニア見学センターがあり、

見学者がごった返していました。  

まるで縁日のようでした。その

日はＴＶ局も来ており、ウド鈴木

と天野も来ていました。綺麗なお姉さんがいま

したが、タレントさんだったのかな？ 

この試乗会は、うさおのように特別なコネ

（ふん、ふん！鼻息が荒い！）で行く以外に、

インターネットで申し込むと、抽選で当たりま

す。もちろん無料です。ＪＲ東海と山梨県がこ

の見学センターを経営しています。 

セイン・カミユか？ 



 5 

このリニア新幹線は、将来「中央新幹線」

となり、この試験線も本線に組み込まれます。

新幹線鉄道網を左図に示します。 

少しリニアモータカーについて、説明して

おきましょうったって、そんなに知っている

わけじゃありませんが、超伝導技術で強力な

磁場を左右の壁のリアクション・プレートに

起こし、その力で車体の浮上と、推力を得ま

す。 

実際、このままでは空に飛んでしまうので、

空力上ダウン・フォースが得られるよう、カモ

ノハシの嘴型をしています。今の東海道新幹線

の 700系か、東北新幹線の E2系の先頭車両

のようです。 

で、この写真は実はまだ開発途中の段階

もので、実際に試乗したものとは違います。  
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実際の形はこのようなものです。走行中の

ものは、もう、新幹線、新幹線していました。

この時は最高速度が 550km/hほどで、今の愛

知万博のもののほうがこの時より速いようで

す。駅に止まっているときには、床下にタイ

ヤがあって走行しだして、200km/hを越えると

飛行機のように足が車体に格納されます。そ

の瞬間、今までゴトゴトいっていた車内騒音

が、まるでジェット機が音速を超えた時のよ

うに、シーンとなります。 

この辺はちょいと感動なのですが、ただ今

の試験線がほとんどトンネルの中を通ってい

るので、本当はまるでディズニィーランドの

スター・ツアーズのようなフライト・シミュ

レーターで、急激な加速を感じているが、ま

ったくの偽の体験をさせられているのではと

思っちゃいます。(疑り深いですねえ) 

なんてたって、トンネル内の外の景色は、
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車内にあるモニターに車外が映されていて、そ

れを見ながらああ速いなあって感じるだけなん

ですから。テロップで 540km/h、545km/h、

550km/hって見ると、すげえ速いジャンって思

っちゃいます。 

試乗はこの 42km間を 2往復して終わります。

あっけないなあ！ 

乗り終わった後で、裏山に上ってみました。

上から走っている車両が見えます。ジェット機

のような爆音をたてて、リニアモータカーが

突っ走っていました。 

で、乗りましたと言う証明が、この乗車証

明証と座席券です。 

本当に走っているのか？ 

唯一の車外風景 

裏山の皆さん 


